









Aichi Mizuho College Institutional Research Center 
 
IR 活動の一環として、愛知みずほ大学学生の学業成績に関する仮説を統計的に検証した。結果、高校評定
平均と 1 年次～3 年次の GPA は中程度の正の相関を示した。また、1～３年次の GPA は互いに高い正の相関を
示した。これらの結果から、本学においても初年次教育が重要であることが推察される。さらに、履修登録
単位数と GPA は高い負の相関を示すことが分かり、履修登録単位キャップ制の妥当性が伺える結果となった。 
 
I verified hypothesises that explain about GPA of Aichi Mizuho College students. There was a 
correlation between GPA of each grade and a grade point average of high school. In addition, there was a 
high correlation between GPA of each grade. From these results, it can be guessed that first year 
experience is important on our college. Furthermore, there was a high negative correlation between GPA 
and a number of subjects that a student register for. Therefore, it can be guessed that upper limit for 
registration for subjects to take is correct. 
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次までの退学者、2014 年 3 月末の時点での 1～2 年
生のデータは統計から除いている。 
統計検定等に関しては、Free Software Foundation
による GNU PSPP Statistical Analysis Software 



















表 1 高校評定平均と各年次の GPA 
  1 年次 2 年次 3 年次
ピアソン相関 0.21 0.18 0.16
有意水準(両側) 0 0 0
N 1438 1438 1438
表 1に 1999 年 4 月以降の入学生でかつ 2014 年 3 月
末時点で 3年次以上の学生の高校評定平均と 1年次









表 2 高校評定平均と各年次の GPA 
入学
年度 
  1 年次 2 年次 3 年次
2000 ピアソン相関 0.35 0.26 0.15
有意水準(両側) 0 0 0.04
  N 199 199 199
2001 ピアソン相関 0.25 0.19 0.12
有意水準(両側) 0.01 0.04 0.2
  N 112 112 112
2002 ピアソン相関 0.47 0.43 0.35
有意水準(両側) 0 0 0
  N 119 119 119
2003 ピアソン相関 0.39 0.32 0.27
有意水準(両側) 0 0 0
  N 155 155 155
2004 ピアソン相関 0.36 0.31 0.26
有意水準(両側) 0 0 0
  N 207 207 207
2005 ピアソン相関 0.49 0.44 0.36
有意水準(両側) 0 0 0
  N 200 200 200
2006 ピアソン相関 0.39 0.43 0.36
有意水準(両側) 0 0 0
  N 147 147 147
2007 ピアソン相関 0.31 0.3 0.24
有意水準(両側) 0.01 0.02 0.06
  N 62 62 62
2008 ピアソン相関 0.44 0.54 0.41
有意水準(両側) 0 0 0
  N 65 65 65
2009 ピアソン相関 0.04 -0.03 0.07
有意水準(両側) 0.79 0.87 0.66
  N 42 42 42
2010 ピアソン相関 0.64 0.56 0.5
有意水準(両側) 0 0 0
  N 66 66 66
2011 ピアソン相関 0.45 0.4 0.32
有意水準(両側) 0 0 0.01














一方、2010 年度及び 2011 年度は、高校評定平均
と GPA の相関が比較的高くなっている。そこで、1
年次 GPA のみに関して、2012 年度及び 2013 年度の
入学生についても相関を確認したものが表 3 である。 
 
表 3 高校評定平均と 1年次 GPA 
入学年度   GPA1 年次 
2012 ピアソン相関 0.47
有意水準(両側) 0







表 3 によれば、2012 年度、2012 年度も高校評定




















のは GPA のみであるので、ここでは GPA と学年進
行について検証していく。 
まず、1 年次と 2 年次、2 年次と 3 年次、といっ
た、各年次 GPA 間の相関を確認したものが表 4 で




表 4 拡年次 GPA の相関 










ピアソン相関 1 0.81 0.72 0.47
有意水準(両側)   0 0 0




ピアソン相関 0.81 1 0.8 0.51
有意水準(両側) 0   0 0




ピアソン相関 0.72 0.8 1 0.52
有意水準(両側) 0 0   0




ピアソン相関 0.47 0.51 0.52 1
有意水準(両側) 0 0 0   











次 GPA をほぼ 3 分の 1 ずつ下位群、中位群、上位
群に分けて確認したものが図 1 である。それぞれの





図 1 GPA の年次変化 
 
これによると、下位群は 2 年次、3 年次と年次が
上がるに従って成績が上昇する傾向があることが分



































析対象としているデータは表 4 と同じものである。 
表 5 履修登録単位数と GPA 等の相関 










ピアソン相関 1 -0.71 -0.88 0.87
有意水準(両側)   0 0 0
N 1828 1828 1828 1828
GPA 
ピアソン相関 -0.71 1 0.88 -0.74
有意水準(両側) 0   0 0
N 1828 1828 1828 1828
科目修
得率 
ピアソン相関 -0.88 0.88 1 -0.93
有意水準(両側) 0 0   0
N 1828 1828 1828 1828
科目時
不率 
ピアソン相関 0.87 -0.74 -0.93 1
有意水準(両側) 0 0 0   










次に 3-2 の図１と同じ、1 年次 GPA の下位群、中
位群、上位群について履修登録単位数、科目修得率、
科目時不率の平均値を比較したものが図 2 である。 
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